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【再生骨材コンクリート ロジコン�】

建築・土木工事で排出される建設発生土（残土）や汚泥と
いった建設副産物は、一般的に埋立処理されるか、安定固化
処理され改良土としてリサイクルされることが多い。しかし
埋立処理は処分地の受け入れ容量や周辺環境等といった点、
改良土は使用用途が限られる（埋戻し材や盛土）ため安定し
た需要が見込めないといった点で問題があった。
「ロジコン�」（商標登録 第５４１８１５０号）は、現場で排出さ
れた建設副産物由来の骨材を使用するコンクリート。建設副
産物から骨材を作って（＝recycle）、再び建設資材として現
場で使用する（＝reuse）ことにより、建設副産物の削減（＝
reduse）を可能にするという、循環型社会の構築に貢献す
る「３R」を達成する製品である。
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再生骨材を製造しロジコンとして再利用

特 長

１．産業廃棄物のリサイクル率向上
残土や汚泥を、洗浄・ふるい等の工程を経て骨材原料とし
て分離回収。これをロジコンの骨材原料とすることにより、
リサイクル率向上に貢献する。

２．建設資材のコストダウン
規格品が要求されない部分において、普通生コンより安価
なロジコンを使用することにより建設資材のコストダウン
が図れる。

３．天然資源を保護し環境に優しい
ロジコンを使用することによって、通常コンクリート骨材
として用いられる砂や砂利などの天然資源を保護すること
ができる。また、これらの天然資源由来の骨材を製造・輸
送する際に排出されるCO２の削減も実現する。

【流動化処理土 ランソイル�】

近年建設副産物の再利用ニーズの高まりによって、基礎工
事・トンネル工事・シールド工事などで発生する汚泥（泥
土・泥水）は、固化処理後改良土として再資源化され活用さ
れることが一般的であるが、品質のばらつきが目立つほか、
埋戻しにおいては流動性が不十分であるため狭い空間に入り
込むことができず、地盤内に空間が残ったり、土砂の締固め
が難しい等の問題があった。さらに、アスファルト・コンク
リート塊の再資源化率がほぼ１００％なのに対し、建設系汚泥
は４５％と低い水準にとどまっている。
「ランソイル�」は、上記のような問題を克服し、建設系汚
泥の再資源化率向上を目指して開発された製品。同社が製造
する改良土「コンソイル※」に水・固化剤・混和剤を加え混
練して作られるもので、高い施工性と品質を実現している。
なお、「ランソイル�」の製造方法は特許（第４０１７６０９号）

を取得している。

※脱水ケーキを原料とし、粒の大きさを１０�以下に造粒した改良土。
安定した品質が特長である。

●主な用途
地中埋設管等の埋戻し、舗装や構造物の下などに生じた空
洞の充填、廃坑等の埋戻し、擁壁橋台等の裏込め、地盤沈
下等で建築物の床下に生じた空洞埋戻し、共同溝等の地中
構造物の狭隘な部分の埋戻し――等

施工フロー例

③埋め戻し完了①躯体と土留壁の間が狭い
ため埋戻し土が隅々まで行
きにくく、締固め困難な埋
戻し場所に適する。

②ポンプ車にてランソイル
圧送。締固め不要で、流動
性が高く隙間なく充填で
き、作業速度が向上する。
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京都コン砕株式会社 〒６１５‐８０２７ 京都市西京区桂朝日町５５‐１
TEL（０７５）３８３‐６１１８ FAX（０７５）３８３‐６１１５

電子メール consai_81@mbmnifty.com ホームページ

資料請求先 TEL（０７５）３８３‐６１１８ FAX（０７５）３８３‐６１１５

伏見事業所

〒６１２‐８４６８ 京都市伏見区下鳥羽上向島町１０２

TEL（０７５）６６２‐８３５７ FAX（０７５）６６２‐０４３８

ふるい・洗浄作業を経て、建設副産物より骨材（砂利・砂）を再生

ロジコン� 製造状況 ランソイル� 充填状況
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PPSによるコンクリート打設イメージ 荷姿

【超速硬性　PPS】
「PPS（プレパックドスラリー）」とは、平滑にならした骨
材の上から流し込むだけで施工可能なコンクリート打設工
法。通常のコンクリート打設と比較し、大幅に養生期間が短
縮されるため施工性の向上が図れる。
５℃以上であれば３時間前後で実用強度まで硬化する。こ
れによりアンカーボルト設置等の作業が即日可能となる。

●施工例

特殊セメント

超速硬性即日開放プレパックドコンクリート材
超速硬性 PPS
超速硬性 PPM

エレホン・化成工業株式会社
〒870-0141　大分市三川新町1-2-23
TEL  097-552-2251　FAX 097-552-2213
URL  https://www.erewhon.co.jp/

［資料請求先］TEL.097-552-2251　FAX.097-552-2213　担当：向
［拠点］全国５支店（関東、大阪、名古屋、福岡、仙台）・８営業所（札幌、新潟、静岡、
北陸、広島、熊本、大分、鹿児島）
※連絡先はホームページにて確認のこと

商F-6／共通資材／セメント・生コン・骨材・砕石

PPS粉体　20㎏ PPM粉体　20㎏

骨材投入 流し込み充填 コンクリート完成

【超速硬性　PPM】

固定穴への施工手順例

PPS専用の上塗りモルタル。
PPS同様に５℃以上であれば
３時間前後で実用強度まで硬化
し、アンカーボルト設置等の作
業が即日可能となる。

●配合表および材料使用量

●配合表および材料使用量

配合 粉体 20㎏
水 5.6～6.0㎏

打設体積と使用量 骨材使用量
（㎥）

材料使用量
（㎏）

立米数※

0.05㎥ 0.05 36.0

0.10㎥ 0.10 72.0

0.20㎥ 0.20 144.0

0.50㎥ 0.50 360.0

練上り量 12.50ℓ

積算比重※ 0.720

1㎥使用量※ 720㎏・450ℓ（36袋）

配合 粉体 20㎏
水 2.6～3.2㎏

平米別
材料使用量
（㎏ /㎡）

10㎜ 18.0

練上り量 11.11ℓ
積算比重 1.80 
1㎥使用量 1,800㎏（90袋）

施工例

門扉等の支柱の固定 カーポート等
構築物の基礎

エコキュート等
機器類の基礎

①固定穴の準備

③スラリー作成

④PPS流し込み

②骨材の投入

⑤PPSまたはPPM仕上げ

※試験時使用骨材の実績率55％（空隙率45％）として算出
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